さ ら の さ 

沙羅木 は 植物園に も あるべし。 わが 見し は 或 人の 庭 

た いこせ き 

なりけ り。 玉の 如き 花のに ほへ る もとに は 太 湖 石と 呼 

ベる 石 も ありし を、 今 はた 如何に なりはて けむ、 わが 

知れる 人 さへ 風の たよりに ただ ありとの み 聞え つ つ。 

みなづき 

また 立ち かへ る 水無月の 

歎き を たれに かたるべき。 

沙羅の みづ枝に 花 さ けば 、 

かなしき 人の 目ぞ見 ゆる。 

(大正 十四 年 五月) 
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